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三重県K島における子育て文化の伝承
-30歳代女性の子育てからの検討-
The甘aditionalsuccession of parenting culture on K Island， Mie Prefecture 
国Ananalysis of parenting by mothers in their 30' s-
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また、 30歳代女性との比較のための資料として、母世 限り原文のまま意味内容に忠実にコード化した。得ら

































1人暮らし、夫は船の事故で 夫、 長男家夫族婦、 孫娘3人、 本 長男夫婦、本人の3人家族
死別、娘と息子は島外。 Gさ 人の7人 子どもは4人 (1男3女)




























































































































































母 世 代 祖母世代







ブ親子の守していてお腹がすくと -子守はただおんどるだけ -孫たちの世代は、仕事を手 -自分が子どもの頃は、百姓 -戦後で手一杯やで、子どもも(手伝い親にが)手使伝っわたせ
ところへ連れていった -学家校の掃除をしてから出ない 伝うなんてことはない、今は 麦していたので、家に帰ったら -孫たちの世代は手伝うこともないし、 るつ









(昔は今と違い)生活にゆ -今の人はいいなと思う、夏 -娘が子どもを産んで10日ー (孫の世代)今の人は横着や、社会がこういう時代で
とりがなかったので何もして 休みでも勉強しろと言うだけ 絡におる聞にお風呂の入れ方 女の人が勤めに出ているから、いらいらすることも出て
あげられなかった で、見ることはなかった、今 教えたが、帰ってきてから くる、精神的にな、子どもに当たるようになってくる
は本を読んでやったりするが 「母ち，でゃきんるがと簡恩単っそうにする -今は裕福になって子どもの好きなように親がさせよう








-孫ばあさんから、妊娠した -子どもが生まれて110日た -子どもの祝いはきちんとす -親が迷信的なことにこだわっとる人はあったが、ここ
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連れて行けない事情もあるし、 いると気を使った 1クラス 1人しかいないところもある、 4、5人そんな状態
子どもを預けるところがない -テレビが入って40年代には -室戸台風は、自分達が子どもの頃だったが、瓦が飛んだりで、家が嬢れたりとかは 1，2軒ゃった
ので泣いた 映画もなくなった -伊勢湾台風のときは、大分瓦が取られて全壊したり半壊したりした、巡視船が通わなかった、普は朝いって夕方帰つ
-自分の母親にも気を使った てくるのみ、終戦後2屈になり 3固になりようやく 4回になった
-7.1<も便も自分の肩で運んでいた、お産した後も、赤ちゃんをおんで水を汲みに行っていた
-女の人は、手伝いもして、家庭を守って、百姓もした
-息子の時は28前まで入つ • 16， 7になったらもう奉公 -小さい時から決まった物を -ここに住んで嫁入りしたらどうしても海女に行かんな
ていた、皆そうだった に行ったが、夏には戻ってき 投げてそれを採りに行って練 らん、 自分も生ぴ活が採に欲れが出らてくるから
-妊娠したからといって丁重 て海女の稽古をした 習した -潜ってあわ た一人前
にはしていない -子ども3人生まれてから潜っ -よそからお嫁に来て全然泳 -妊婦でも産む近くまで潜る、重いお産は伺いたことが
-母乳だったので、自分のと た、教えてもらわんでもそう ぎもできなかった子もアワビ ない、際まで体動かすのがいいのだろう




















































































































































































































































































































































むかしー 、 242、248、勤草書房、東京、 1990
7) 6)に同じ、 271-272
-92-
